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日
本
周
辺
に
お
け
る
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地
震
と
い
わ
れ
る

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら

3
年
半
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国（
中
央
防
災
会
議
）は
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

東
海
・
東
南
海
・
南
海
三
連
動
地
震
が
今
後
高
い
確
率
で
発
生
し
、

そ
れ
に
伴
う
津
波
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
す
。

ま
た
、近
年
で
は
異
常
気
象
に
よ
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨
等
の

甚
大
な
被
害
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

防
災
月
間
の
9
月
に
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
宝
永
南
海
地
震

１
７
０
７
年
10
月
28
日
に
発
生
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
南
町
で
は
１※

９
６
名
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

●
安
政
南
海
地
震

１
８
５
４
年
に
発
生
。

宝
永
南
海
地
震
と
同
等
規
模
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
印
南
町
に
お
い
て
は
死
者
０※

名
。
そ
れ
は
、「
地

震
が
発
生
す
れ
ば
と
に
か
く
高
台
へ
」「
大
地
震
の
後

に
は
津
波
が
来
る
。」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
ら

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
昭
和
南
海
地
震

１
９
４
６
年
に
発
生
。

安
政
南
海
地
震
よ
り
も
小
規
模
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
印
南
町
で
は

※17
名
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
津
波

に
対
し
て
語
り
継
ぎ
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
の
が
要
因

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
津
波
伝
承
版

町
で
は
先
人
の
言
い
伝
え
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
、
宝
永
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
平
成
26
年
２
月
に
印
定
寺
山
門
に
設
置
し
ま

し
た
。

●
平
成
23
年
台
風
12
号

９
月
に
発
生
し
た
台
風
12
号
の
影
響
で
２
日
か
ら
４
日

ま
で
累
計
雨
量
６
６
１
㎜
で
し
た
。
こ
の
数
値
は
９
月

の
平
均
降
水
量
１
か
月
分
を
超
え
る
集
中
豪
雨
で
し
た
。

こ
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
多
数
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

道
路
に
お
い
て
は
、
多
く
の
箇
所
で
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
一
時
的
に
道
路
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

道
路
そ
の
も
の
も
崩
壊
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
耕
地
に
お
い
て
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
り

土
砂
や
流
木
が
入
り
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
12
号
の
影
響
に
よ
り
波
が
高
く
な
り
、
漁

港
内
の
施
設
に
も
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

【印南地区  印定寺高波溺死霊魂之墓碑】
宝永南海地震の津波の様子が
克明に記されている。

2

温故
知新

〜 過去の災害から学ぶ 〜

印南町の主な災害

【おんこ
‐ちしん

】

【印南地区  印定寺津波伝承板】
宝永南海地震の教訓を後世に引き継ぐため、平成26年2月に設置された。
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平
成
23
年
台
風
12
号
の
影
響
に
よ

り
、
和
歌
山
県
内
で
は
死
者
50
名
以

上
の
人
的
被
害
を
は
じ
め
、
道
路
・

水
道
・
電
気
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
断
絶
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
先
い
つ
、
印
南
町
に
お
い
て

も
さ
ら
に
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

誰
も
悲
し
い
思
い
は
し
た
く
あ
り

ま
せ
ん
し
、
想
像
も
し
た
く
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
う
願
う
だ
け

で
は
な
く
、
過
去
か
ら
何
を
学
び
、

●
宝
永
南
海
地
震

１
７
０
７
年
10
月
28
日
に
発
生
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
南
町
で
は
１※

９
６
名
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

●
安
政
南
海
地
震

１
８
５
４
年
に
発
生
。

宝
永
南
海
地
震
と
同
等
規
模
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
印
南
町
に
お
い
て
は
死
者
０※

名
。
そ
れ
は
、「
地

震
が
発
生
す
れ
ば
と
に
か
く
高
台
へ
」「
大
地
震
の
後

に
は
津
波
が
来
る
。」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
ら

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
昭
和
南
海
地
震

１
９
４
６
年
に
発
生
。

安
政
南
海
地
震
よ
り
も
小
規
模
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
印
南
町
で
は

※17
名
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
津
波

に
対
し
て
語
り
継
ぎ
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
の
が
要
因

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
津
波
伝
承
版

町
で
は
先
人
の
言
い
伝
え
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
、
宝
永
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
平
成
26
年
２
月
に
印
定
寺
山
門
に
設
置
し
ま

し
た
。

●
平
成
23
年
台
風
12
号

９
月
に
発
生
し
た
台
風
12
号
の
影
響
で
２
日
か
ら
４
日

ま
で
累
計
雨
量
６
６
１
㎜
で
し
た
。
こ
の
数
値
は
９
月

の
平
均
降
水
量
１
か
月
分
を
超
え
る
集
中
豪
雨
で
し
た
。

こ
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
多
数
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

道
路
に
お
い
て
は
、
多
く
の
箇
所
で
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
一
時
的
に
道
路
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

道
路
そ
の
も
の
も
崩
壊
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
耕
地
に
お
い
て
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
り

土
砂
や
流
木
が
入
り
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
12
号
の
影
響
に
よ
り
波
が
高
く
な
り
、
漁

港
内
の
施
設
に
も
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

過
去
の
で
き
ご
と
で

終
わ
る
の
か

【古井地区  切目川の氾濫】
平成23年・台風12号の被害状況

【川又地区  がけ崩れ】
平成23年・台風12号の
被害状況

【川又地区  地すべり】
平成23年・台風12号の被害状況

【宮ノ前地区  農耕地の被害】
平成23年・台風12号の被害状況

【印南地区  地方避難階段】
印南小学校児童らがいち早く高台に避難
できるようにと平成26年1月に建設された。

【上野山避難道】

【島田線東避難道】

3

今
後
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
？

災
害
を
被
害
に
し
な
い
防
災
対
策
を

す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
も
今
以
上

に
強
い
防
災
意
識
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

特　集

※
印
南
町
地
域
防
災
計
画
よ
り
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印
南
町
消
防
団
が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
分
団
数
は
５
つ
で
す
。
普
段
は

自
分
の
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
活
動
す

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
あ
ふ
れ

る
地
域
の
人
た
ち
２
１
８
人
が
団
員

で
す
。

　

い
ざ
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
消
火

活
動
・
救
助
活
動
・
避
難
誘
導
・
災

害
防
御
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

年
初
に
全
５
分
団
が
参
加
す
る
訓

練
初
め
式
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新

人
団
員
を
対
象
と
し
た
訓
練
や
分
団

ご
と
の
定
期
的
な
訓
練
や
消
防
器
具

の
確
認
行
い
、
有
事
の
際
に
は
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
33
区
で
48
の
自
主
防
災
会
が

組
織
さ
れ
て
お
り
、
平
成
23
年
11
月

に
印
南
町
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

が
発
足
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
講
演
会
を
実
施
し
防
災
意

識
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て

津
波
避
難
時
の
課
題
を
検
討
し
、
そ

れ
を
訓
練
に
反
映
す
る
こ
と
で
よ
り

実
践
に
近
い
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

印
南
町
の
災
害
対
策

　

避
難
道
・
避
難
目
的
地
を
知
ら
せ

る
場
合
に
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
角
度
レ
ン
ズ
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
辺
り
を
広
く
照
ら

す
こ
と
が
で
き
、
災
害
発
生
後
に
避

難
施
設
等
を
照
ら
す
と
い
う
活
用
方

法
も
可
能
で
す
。

　

大
雨
の
気
象
警
報
発
令
等
に
よ

り
、
内
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
浸

水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
活
用
し

ま
す
。

　

こ
の
排
水
ポ
ン
プ
１
台
の
排
水
量

は
、
毎
分
５
ｔ
で
、
こ
れ
は
消
防
ポ

ン
プ
約
６
台
分
に
相
当
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
３
年
生
の
選
択

理
科
と
し
て
津
波
研
究
班
を
結
成

し
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
総
合
的
な

学
習
に
場
を
移
し
て
か
ら
も
津
波
の

研
究
や
防
災
啓
発
活
動
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
卒
業
生
で
あ
る
東
京
大

学
大
学
院
の
山
中
氏
の
力
を
借
り
、

研
究
を
行
い
、
11
月
24
日
（
月
）
結

果
発
表
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
所
属
し
て
い
る
12

名
は
、
先
輩
た
ち
の
研
究
成
果
を
受

け
継
ぎ
、
高
い
意
識
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織

●
消
防
団

●
ア
ー
ク
ラ
イ
ト（
稲
村
の
火
）

●
排
水
ポ
ン
プ

●
津
波
研
究
班（
印
南
中
学
校
）

4

初

期

活

動

活

動

内

容

目

的

目

的

性

能

活

動

の

歩

み

指

導

教

諭

の

話

活

動

内

容

組

織

組

織

特　集

ワークショップの様子

訓練初め式の様子

印南こども園で開催された
七夕コンサート時の様子

職員を対象とした使用法研修の様子

平成25年度３年生　浸水状況を示す
ビデオ撮影の様子
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９
月
は
台
風
が
多
く
接
近
す
る
月

で
あ
り
、
雨
量
が
多
く
な
る
季
節
で

す
。

　

降
雨
時
に
は
河
川
の
堤
防
が
決
壊

し
、
水
が
溢
れ
る
恐
れ
が
あ
り
危
険

で
す
の
で
、
河
川
周
辺
に
は
近
寄
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
時
間
に
20
㎜
以
上
、
ま
た
は
降

り
始
め
て
か
ら
１
０
０
㎜
以
上
の
雨

が
続
い
た
ら
土
砂
災
害
の
危
険
が
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
が
上
が
っ
た
後
で
災
害

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
十

分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。　

　

大
正
12
年
９
月
１
日
に
関
東
大
震

災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
惨
事
を
忘
れ
な
い
た
め
、
ま

た
、
例
年
こ
の
時
期
は
台
風
の
被
害

が
多
く
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

35
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
8
月
30
日
か
ら
９
月
５
日

ま
で
は
防
災
週
間
で
す
。

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ

た
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

○
耐
震
診
断

木
造
住
宅
の
場
合
…
専
門
家
の
耐

震
診
断
が
無
料

非
木
造
住
宅
場
合
…
耐
震
診
断
に

要
す
る
費
用
の
２
／
３
を
補
助

（
補
助
限
度
額
８
万
９
千
円
）

○
耐
震
補
強
設
計

診
断
の
結
果
耐
震
改
修
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
耐
震
補
強
設
計
費

の
２
／
３
を
補
助

（
補
助
限
度
額
13
万
２
千
円
）

○
耐
震
改
修

耐
震
改
修
費
の
一
部
を
補
助

（
補
助
限
度
額
60
万
円
＋
国
か
ら

の
補
助
）

※
平
成
26
年
度
に
限
り
国
か
ら
の
補

助
が
最
大
15
万
４
千
円
増
額
さ
れ

ま
す
。）

防
災
に
つ
い
て
の
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

●
大
雨
の
と
き
は

　

土
砂
災
害
に
注
意

お問い合わせ先

お問い合わせ先

●
土
砂
災
害
発
生
の
前
ぶ
れ

●
住
宅
耐
震
改
修
事
業
補
助
金

●がけから小石がパラパラと落
ちてくるようになった時
●がけから水が湧き出てきた時
●がけに割れ目ができた時

●「山鳴り」といって、山全体がうなるような
音がする時
●川の水が濁ったり、流木が混じっている時
●雨が降り続いているのに、川の水が減っている時

建　設　課　☎42-1734
県庁砂防課　土砂災害情報HP　http://kasensabo01.pref.wakayama.lg.jp/new/

総務課　☎42-0120

●井戸の水が濁った時
●地面にひび割れができる
●池や沼の水の量が急激に変化
　した時

どしゃ降りの雨。傘をさして
も濡れてしまうほどです。

がけ崩れの前ぶれ土石流の前ぶれ地すべりの前ぶれ

5

対

象

者

内

容

温故
知新

〜 過去の災害から学ぶ 〜

20㎜以上 30㎜未満の雨
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「災害に対する備えを」
日裏 勝己印南町長 （ひうら  かつみ）

町長の日裏です。

印南町の災害の歴史を振り返りますと宝永南海地震

（1707 年）で196 名の方が犠牲となっています。印南地

区175 名( 印定寺石碑)、切目地区21 名( 光明寺過去帳)

で、いずれも巨大地震にともなう津波による犠牲であっ

たと記されています。

二度とこのような犠牲者が出ない対策を、今後も引き

続き実施していきたいと考えています。

さて、以前より検討を重ねてまいりました役場新庁舎

建設も、いよいよ基本設計、実施設計の段階に入ってい

ます。

現在の庁舎は建築後約50 年が経過し、老朽化と耐震

性に問題が生じており、加えて津波浸水想定区域内に位

置していますので、災害発生時の対策拠点としての機能

を十分果たすことができません。そのため、安全性の確

保や、住民サービスの向上、災害時の防災拠点としての

機能の強化を図るためにも、高台に位置する神子ノ尾団

地に建設を進めているところです。

新庁舎につきましては、地盤が強固で大規模災害が

発生した場合、いち早く復旧・復興活動ができる施設建

設を検討しており、移転場所につきまして、深いご理解と

ご協力をいただいています関係者の皆様に、心より感謝

申し上げます。

現在の進行状況等は、次のページに掲載の通りです

が、後世に悔いを残さないよう、職員ともども知恵をしぼ

り、進めているところです。

今、地球温暖化による影響と思われる想定を超えた

異常気象が各地で発生しています。体温をはるかに超え

た気温上昇や、観測史上初めてとなる集中豪雨等も各

地で発生しています。印南町においても、地震・津波に加

え、そういった災害にいつ襲われるかわかりませんので、

しっかりと備えをしておく必要があります。

９月は防災月間です。皆様も今一度身の回りの防災対

策を点検・強化するとともに、さらに防災意識の向上に

努めていただきたいと思います。

追伸　8 月24 日の紀の国わかやま国体リハーサル大

会へのご支援・ご協力ありがとうございました。

6
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新庁舎建設に関するこれまでの経緯

お問い合わせ先　企画政策課 ☎42-1736
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お知らせ
印南町からの

いくつかの課題を抱えている庁舎の現状をとらえ、それに対する考え方や

取組みを整理し、新庁舎へ反映させなければなりません。

今月は、災害時における問題点について考えていきたいと思います。

また、新庁舎に関するこれまでの経緯をご報告します。

災害に強い新庁舎建設を目指して

現庁舎の防災対策における問題点
耐震対策が講じられていない

現在の本館部分は昭和３９年に建築され、その後執務
スペースの不足や行政需要の拡大、OA化等により、昭
和６３年に本館を増築、平成７年には西別館を増築してい
ますが、その大部分が昭和５６年以前の旧耐震構造基準
で建てられた建物であり、平成２３年２月に発生した震度
４の地震では、庁舎内外部の壁面にクラックが発生する
ような状態です。
また、平成１６年に行なった耐震診断では「地震の震
動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い」
という結果になっています。多くの町民が訪れる庁舎で
あるため早急に安全確保し、また、災害時には災害対策
本部として、町民の安全を守る機能を有する新庁舎建設
が必要です。

平成　　年　　月　　日　町内有識者による役場庁舎建設検討委員会発足（委員17名）
平成　　年　　月　　日　第5回検討委員会
平成　　年　　月　　日　町への提言書（災害復興の拠点として、高台への移転）
平成　　年　　月　　日　区長連絡協議会で提言書の内容説明
平成　　年　　月　　日　庁舎建設プロジェクト委員会設置
平成　　年　　月　　　　広報いなみ1月号に提言書の内容掲載
平成　　年　　月　　日　第1回委員会
　　　　　 ～

平成　　年　　月　　日　第12回委員会
平成　　年　　月　　　　広報いなみ1月号に庁舎移転計画を掲載
平成　　年　　月　　日　区長連絡協議会で庁舎建設計画の進捗状況と
　　　　　　　　　　　　今後のスケジュールについて説明
平成　　年　　月　　日　町議会全員協議会で庁舎建設計画推進状況の説明
平成　　年　　月　　日　新庁舎建設事業の職員全体研修
平成　　年　　月　　日　各セクション専門検討グループを設置
平成　　年　　月　　　　広報いなみ８月号で移転スケジュールなどの内容掲載
平成　　年　　月　　日　紀の川市役所の視察研修

24
24
24
24
24
25
25

26
26
26

26
26
26
26
26

5
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11
12
12
1
1

7
1
2

2
5
6
8
8

31
16
30
7
28

25

29

21

24
16
24
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新庁舎建設に関するこれまでの経緯

問題点に対しての取組み
安全・安心の拠点となる庁舎へ

新庁舎には災害対策本部となる災害対策拠点施設とし
て次のような機能を充実させます。
●構造形式は、大地振動に対して、施設の機能を十分確
保できるような構造とします。
●災害対策本部を設置できる災害対策本部室を設置しま
す。
●災害対策活動に必要な飲料用貯水設備や自家発電設
備を設置し、非常時に対応できる機能を検討します。
●敷地内のオープンスペースなどを、災害時の一時的な
避難場所として利用できるようにします。

※上記イラストはイメージです。
　実際の新庁舎完成予想図とは異なります。

約１８億円（概算見込）

新庁舎建設実施設計委託費

事業認定用書類作成業務委託費

50，000千円

11，740千円

全体事業費

平成２６年度予算

お問い合わせ先　企画政策課 ☎42-1736

Information

新庁舎建設場所は、前計画地と違い
地盤が強固な場所を確保し、
施設建設を推進します。
また、災害復旧拠点施設として、
適正な面積を確保します。
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町税の納付は、口座振替が便利です。
Information

　平成26年の税制改正に伴って、平成27年度軽自動車税

が下記のように引き揚げられます。ただし、軽4輪車等（※

のあるもの）については、平成27年 4月 1日時点に新規

検査を受けた車両について適用されます。平成27年 3月

31日以前に新規検査を受けたものは現行の税額のままです。

　また、平成 28年 4月 1日より、最初の新規検査から

13年を経過した軽4輪車については、地球環境を考えグ

リーン化を進める観点から重課税率が適用され、下記の重

課税額となります。新規検査の年月は、車検証の「初期登

録年月」で確認できます。

町税の納付は、安全で納め忘れもなく、納期限ごとに金融機関に行く手間も省ける
口座振替のよる納税が大変便利です。 取扱可能な金融機関が

指定されています。
詳しくはお問い合わせ

ください。

役場または金融機関に備え付けの口座振替申込書に必要事項記入の上で、

通帳（お届け印）を押印して金融機関の窓口へお申込みください。

お問い合わせ先　税務課 ☎42-1731

申込方法

原付50㏄以下

原付90㏄以下

原付125㏄以下

3輪車（ミニカー）

軽2輪自動車（250㏄未満）

軽2輪自動車（250㏄以上）

軽3輪自動車

軽4輪乗用（営業用）

軽4輪乗用（自家用）

軽4輪貨物（営業用）

軽4輪貨物（自家用）

小型特殊（農耕用）

小型特殊（その他）

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,400円

4,000円

3,100円

5,500円

7,200円

3,000円

4,000円

1,600円

4,700円

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

3,600円

6,000円

※3,900円

※6,900円

※10,800円

※3,800円

※5,000円

2,400円

5,900円

重課税なし

重課税なし

重課税なし

重課税なし

重課税なし

重課税なし

4,600円

8,200円

12,900円

4,500円

6,000円

重課税なし

重課税なし

車種別 車種別現行税額 現行税額改正後税額 改正後税額重課税額 重課税額

お問い合わせ先　住民福祉課 ☎42-1738

8

乗用装置のある農耕作業車（トラクター、コンバイン、田植え機など）やフォークリフトなどは、

小型特殊自動車に該当して、ナンバー登録が必要です。

１．販売店で購入した場合は下記の書類を持参下さい。

　　①所有者の印鑑　②販売所名所（販売店の印鑑、車体番号、メーカー等記載あるもの）

２．それ以外の中古の車体を譲り受けた方や以前から所有されている方は、税務課までお問い合わせ下さい。

申告に
必要な書類

特殊自動車

種　類

農耕用作業車

フォークリフト、ショベル
ローダ、タイヤローラーなど

トラクター、コンバイン、田植え機
など常用装置のあるもの

※ゆうちょ銀行と他の金融機関では口座振替申込書の様式が異なります。

平成27年度から軽自動車税・税額の値上げについて
Information

小型特殊自動車はナンバー登録が必要です
Information
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①あなたとご家族全員が町民税を課されていない。
②あなたとご家族の前年１年間（平成25 年中）の収入

合計金額が次の基準以下である。
　1人(単身)世帯：100万円
　2人　　　世帯：140万円
　3人　　　世帯：180万円
　（以下１人増えるごとに40万円を加算していきま
す。）
　※収入の中には、「遺族年金」「遺族恩給」「障害年金」
「老齢福祉年金」「雇用保険」「福祉給付金」など、あら
ゆる収入が含まれます。

③あなたとあなたの世帯全員の金融資産が次の基準
以内である。

　あなたの預貯金、国債・株式などの有価証券の合計
額が350万円までである。
　世帯全員で所有する預貯金、国債・株式などの有価証券
の合計額が350万円×世帯人数までである。

④あなたとあなたの世帯が活用できる資産を所有して
いない。

　今住んでいる土地家屋は除き、活用できる不動産等
の資産を所有していない。

⑤あなたが、あなたの世帯以外の世帯に属する方から
扶養を受けていない。

　所得税、町民税の扶養家族となっていない。
　健康保険などの医療保険の被扶養者となっていな
い。

お問い合わせ先　税務課 ☎42-1731

　67歳から69歳の方で下記の①～⑤のすべての条件を満たしている場合に、老人医療費助成制度の対象

となり、医療費の自己負担額が2割となります。

　前年中の収入額を確認していただき、該当するようでしたら、住民福祉課で申請してください。

目　　的　敬老の意を表し７５歳以上の方をお招きし、敬老会を開催します。
開催期日　平成２６年１０月２５日(土)
開催時間　［式典］午後1時００分～午後１時３０分（予定）
　　　　　［余興］午後１時４０分～午後３時１０分（予定）
開催場所　印南町体育センター

お問い合わせ先　住民福祉課 ☎42-1738

●出欠者取りまとめ
　各地区の区長様方に9月末までに「敬老会」対象者の方の取りまとめをお願い

しています。

●金婚式該当の方について
　平成26年12月末において、結婚して50周年を迎えられる方は、9月末までに

区長様または役場住民福祉課へ連絡してください。

9

今年のゲストは、

演歌歌手の 山川 豊さん

お知らせ
印南町からの

印南町老人医療（老人医療費助成制度）のご案内
Information

敬老会の開催について
Information
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　印南町消防団第５分団が、夜間訓練を行いました。放
水等の動作をきびきびとこなす団員達の表情は真剣そ
のもので、緊張感がこちらにまで伝わってきました。

　印南町公民館ロビーで開催された「切り絵作品展」に
は、繊細かつ美しい切り絵が展示され、「リフォーム作品
展」には、古着で作られた素敵なカバンや小物が展示さ
れました。

　100 歳のお誕生日を迎えられた倉キミヱさんを、町長
がお祝いしました。長寿の秘訣は、全てのことに感謝す
ることだそうです。これからも健やかにお過ごしくださ
い。

　印南町公民館ロビーで、カメラクラブの作品が展示さ
れました。人々の動作や自然のうつろいの一瞬を切り
取った、鮮やかで素晴らしい作品がたくさん並びました。

　和歌山県行政報告会が印南町公民館で開催され、仁
坂吉伸県知事が県行政に関する重点施策や各地域の課
題等について説明しました。当日は多くの人々が集まりま
した。

●印南町消防団夜間訓練●切り絵・リフォーム作品展

●100歳長寿訪問

●カメラクラブ写真作品展

●和歌山県行政報告会

7月12日7月21日～24日

7月22日

7月13日～19日

7月14日
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瀧頭  誠士君

今井  雅基君

玉置  智視君

村上  生利子さん

花本  壮君

久保井  涼君

片原  啄勝君

荒木  秀介君

久保  竜旗君

大原  礼慈君

川村  脩人君

鈴木  秀幸君

山下  二千翔さん

前本  真弥さん

青木  美宥さん

川村  妃香留さん

嶋田  実南さん

樫尾  陽和里さん

11

　有田川町の西ヶ峯小学校の児童７名が印南町で民泊
体験をしました。磯遊びやクルージング、馬との触れ合い
やフラワーアートなど盛りだくさんのメニューを体験しま
した。

　いなみこども園で夏祭りがありました。涼しげな浴衣
姿の園児たちは、○×じゃんけんクイズやスーパーボール
すくい、ヨーヨー釣りなどで楽しく遊びました。　全国大会出場選手壮行会が印南町公民館で行われました。こ

れまでの練習の成果を十分に発揮し、ベストを尽くして頑張ってく
ださい。出場選手は以下の通りです。

　「道路ふれあい月間」の一環として、町内の各団体や役
場職員で町道の美化活動を行いました。当日はあいにく
の雨でしたが、皆さんのご協力のおかげで道路はとても
きれいになりました。

●いなみこども園で夏祭り

（箕島高校・柔道）

（紀央館高校・弓道）

（紀央館高校・弓道）

（神島高校・カヌー）

（清流中学校・少林寺拳法）

（切目中学校・少林寺拳法）

（印南中学校・野球）

（清流小学校・バレーボール）

（切目小学校・バレーボール）

（印南小学校・ソフトテニス）

（印南小学校・ソフトテニス）

（印南小学校・ソフトテニス）

（印南小学校・ソフトテニス）

（清流小学校・ソフトテニス）

（印南小学校・ソフトテニス）

（印南小学校・ソフトテニス）

（印南小学校・ソフトテニス）

（印南小学校・ソフトテニス）

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

●印南町で民泊体験

●
印南町少年スポーツ

　全国大会出場選手壮行会

●紀州路クリーン大作戦’14

7月26日

7月28日～30日

7月28日

出場選手

8月2日

たきがしら    せいじ

  いまい　      まさき

 たまき　       さとし　

むらかみ　        きりこ

はなもと　   そう

     くぼい　      りょう

かたはら　     たくと

  あらき　   しゅうすけ

   くぼ　       りゅうき

おおはら　     れいじ

かわむら　    なおと

 すずき　     ひでゆき

やました　        にちか

まえもと　      まみ

あおき　         みゆ

かわむら　        ひかる

しまだ           みなみ

  かしお　         ひより
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つ
い
て

は
１
週
間
前
に
特
定
健
診
を
受
診
し

た
方
の
み
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

健 康

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、
い
い
汗
流
そ

う
！
～
汗
を
か
く
の
で
水
分
補
給
も
忘

れ
ず
に
!!

【
月
日
】
９
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
か
ら
１
時
間

◆
乳
幼
児
健
康
相
談

　

＊
６
か
月
児
と
２
歳
児
に
は
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
。
１
歳
児
・
２
歳
児
に
は

む
し
歯
予
防
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】
６
か
月
児
（
平
成
26
年
２
月

生
）・
１
歳
児
（
平
成
25
年
７
月
生
）・

２
歳
児
（
平
成
24
年
６
月
生
）

【
月
日
】
９
月
17
日
（
水
）

◆
３
歳
児
健
診　

＊
歯
科
健
診
も
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】
平
成
23
年
１
月
～
３
月
生　

【
月
日
】
９
月
25
日
（
木
）

【
内
容
】
助
産
師
に
よ
る
「
妊
娠
中

を
快
適
に
過
ご
す
に
は
」
の
お
話
と
、

沐
浴
の
練
習
も
あ
り
ま
す
。
ご
夫
婦
で

の
参
加
も
大
歓
迎
！

【
月
日
】
９
月
４
日
（
木
）

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま

で
　

試
行
し
て
い
ま
し
た
保
健
セ
ン
タ
ー

の
日
曜
開
庁
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
少

な
か
っ
た
た
め
９
月
よ
り
終
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
運
動
de
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

●
子
ど
も
の
健
診
・
健
康
相
談

●
は
つ
ら
つ
マ
マ
教
室

●
保
健
セ
ン
タ
ー
日
曜
開
庁

　

終
了
の
お
知
ら
せ

12

ひろば
つ
れ
も
て
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

～
今
月
の
行
事
～　

場
所
は
、す
べ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

バランスの良い食事・十分な睡眠・

適度な運動で、からだの調子を整えて

素敵な秋を迎えましょう！

〜9月の保健師からのメッセージ～

夏の疲れが出ていませんか？

午前７時15分～午前９時

９月14日（日）・まづま保育園

受付時間は

までです。

結

果

説

明

会
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子
ど
も
の
事
故
の
中
に
は
予
防
で
き

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一

の
時
の
対
処
法
を
知
っ
て
お
く
と
、
い

ざ
！
と
い
う
時
に
必
ず
役
立
ち
ま
す
。

パ
パ
・
マ
マ
だ
け
で
な
く
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
参
加
大
歓
迎
で

す
！
地
域
・
家
庭
で
子
ど
も
の
安
心

安
全
な
環
境
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ

う
！

●
子
ど
も
の
救
急
学
習
会
の

　

お
知
ら
せ

子どもの救急学習会

～健康インフォメーション～

月日　9月9日（火）
時間　午前9時～11時頃
場所　保健センター
内容　講義と実技

「子どもの事故予防についての話」
「いざという時に役立つ子どもの
救急手当について」（実技あり）

９
月
７
日
～
13
日
は

「
救
急
医
療
週
間
」で
す

９月は健康増進普及
月間です
　糖尿病、がん、心臓病、脳卒中

等に代表される生活習慣病の増加

等が大きな問題となって久しいで

すが、最近は、生活習慣病等の発

病を予防する「一次予防」に重点

を置き、「健康寿命」の延伸を図っ

ていくことが極めて重要な課題と

なってきています。

　生活習慣病は日常生活のあり方

と深く関連していることから、運

動習慣の定着や食生活の改善と

いった取り組みが大切です。この

ため、生活習慣病の特性や運動・

食事・禁煙など個人の生活習慣の

改善の重要性について、みなさん

一人一人の理解を深め、さらにそ

の健康づくりの実践を促進するた

め、この１か月間を健康増進普及

月間とし、食生活改善普及運動と

連携して実施しています。

御坊保健医療圏の健康づくりの現状と課
題についてまとめられました。これから「健
康ひろば」や町のホームページ等に順次、
掲載していきます。

食生活改善普及運動では今年も昨年度同
様、野菜の摂取量を増やすことを目標に
取り組んでいきます。印南町の食生活改
善推進員さんも、今年度も活発な活動を
展開しています。来月号からは、活動の一
部をご紹介していきます！

毎日プラス一皿の野菜！

「健康日高21」（第２次）が
できました！

●申込方法／９月５日（金）までに保健センターにお電話ください。
★お子さんとご一緒の場合は託児スペースがあります。申込時に連絡ください。

13

　

９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
を
含
む

「
救
急
医
療
週
間
」
は
、
救
急
医
療

な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
と
、
救
急
医

療
関
係
者
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

救
急
の
日
に
ち
な
ん
で
、
今
年
も

「
子
ど
も
の
救
急
学
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
！
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ゴルフ競技の紹介

　

国
体
の
ゴ
ル
フ
競
技
に
は
、「
成
年

男
子
」「
女
子
」「
少
年
男
子
」の
３
つ

が
あ
り
、印
南
町
で
は「
成
年
男
子
」と

「
女
子
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。（「
少
年

男
子
」は
か
つ
ら
ぎ
町
で
開
催
）

　

団
体
戦
と
個
人
戦
が
あ
り
、競
技

は
１
日
18
ホ
ー
ル
、２
日
間
の
合
計

36
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー（
全

ホ
ー
ル
の
合
計
ス
コ
ア
で
勝
敗
を
決
め

る
方
法
）で
行
わ
れ
ま
す
。

　

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
、経
験
や
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
、技
量
だ
け
で
な
く
、精
神
面
で

の
強
さ
も
求
め
ら
れ
、見
ど
こ
ろ
の
多

い
競
技
と
な
り
ま
す
。

印南町ご当地きいちゃん

2015 紀の国わかやま国体

●観戦ポイント
ゴルフは自然の中で楽しむスポーツです。プレ
イヤーは二度と同じ状況で、プレイすることは
できません。そのなかで、これまでの経験と自分
の技量をはかり、数ある選択肢の中から最良の
ものを選び、ショットを行うというクリエイティ
ブな競技です。また、プレッシャーなどによるプ
レイヤーの心の揺れが、すぐに結果に表れるメ
ンタルな競技でもあります。

太平洋を見晴らし豪快に打ち下ろすアウトコー
スと、深い森に抱かれて風を読むインコースが
特徴です。

山間部に位置する丘陵コースで、全体的にフ
ラットで雄大なコースが特徴です。思い切った
ショットが楽しめます。

いなみカントリークラブフジ ラ・グレースゴルフ倶楽部

紀の国わかやま国体印南町実行委員会事務局（印南町教育委員会　教育課）

平成27年9月27日（日）

平成27年9月28日（月）

平成27年9月29日（火）

  種　別

成年男子

女　　子

　　　   会　場

ラ・グレースゴルフ倶楽部

いなみカントリークラブフジ

　　　選手数

141名(各都道府県3名)

141名(各都道府県3名)

              日　程

公式練習日

競技1日目

競技2日目／表彰式

　　内　容

14

390国体開催
まで 日

TEL.42-1700　FAX.42-1577
お問い合わせ先　
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印南陸上クラブジュニア

　

わ
か
や
ま
国
体
に
向
け
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、
今
回

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
印

南
陸
上
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
で
す
。

　

現
在
約
30
名
の
部
員
が
所
属
す
る

こ
の
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
平
成
15
年
４

月
。
中
学
生
の
保
護
者
の
方
が
中
学

校
の
先
生
に
「
小
学
生
を
対
象
に
し

た
陸
上
サ
ー
ク
ル
が
必
要
だ
」
と
要

望
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

設
立
当
時
は
、
高
学
年
が
少
な
い

中
、
低
学
年
へ
の
指
導
が
特
に
難
し

い
こ
と
が
、
指
導
す
る
側
に
と
っ
て

の
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
と
も
に
練
習
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
箱
根
駅
伝
や
国

体
に
出
場
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
子

ど
も
た
ち
を
今
で
は
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
部
員
が
『
走
る
の

が
好
き
』
と
話
し
た
と
き
が
一
番
う

れ
し
い
瞬
間
で
す
」
と
指
導
者
の
方

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
に
、
月
に

一
度
実
施
す
る
２
㎞
の
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
が
あ
り
、
前
月
と
記
録
の
比

較
を
行
い
ま
す
。
た
っ
た
ひ
と
月
で

記
録
を
１
分
更
新
す
る
部
員
も
い
る

と
聞
い
た
と
き
は
、
好
き
な
こ
と
に

取
り
組
む
子
ど
も
の
力
は
す
ご
い
も

の
だ
と
改
め
て
感
心
し
ま
し
た
。

　
「
い
な
み
豆
マ
ラ
ソ
ン
」
や
「
ヤ
ッ

ホ
ー
桜
マ
ラ
ソ
ン
」
と
い
っ
た
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
単

位
で
の
出
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
の
で
、
参
加
す
る
か
ど
う
か
は

個
人
の
意
思
に
任
せ
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
と
し
て
は
大
会
日
程
な
ど
の
情

報
提
供
を
す
る
の
み
と
い
う
形
式
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

話
を
伺
っ
て
い
る
中
で
、
驚
く
べ

き
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
こ
の

ク
ラ
ブ
、
会
費
は
無
料
で
す
。」
今
ま

で
小
学
生
を
対
象
と
し
た
い
く
つ
か

の
運
動
ク
ラ
ブ
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
ケ
ー
ス

だ
っ
た
の
で
思
わ
ず
「
無
料
な
ん
で

【活動日時】毎週水曜日19:00〜20:30
　　　　　毎週土曜日9：00～10：30
【活動場所】稲原中学校（水曜日）
　　　　　稲原小学校（土曜日）
【会　　費】無料

【問合せ先】森本（サークル長）
☎090-3055-4628

15

す
か
？
」
と
聞
き
返
し
た
ほ
ど
で
す
。

入
部
に
必
要
な
経
費
は
保
険
代
と
お

そ
ろ
い
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
シ
ャ
ツ
購

入
費
だ
け
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
話
は
続
き
ま
す
。

　
「
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
厳
し
い
指
導

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
走
る

こ
と
は
す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本

で
す
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
掛

け
持
ち
し
て
い
る
子
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
し
、
こ
こ
で
の
経
験
を
他
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
活
か
し
て
く
れ
た

ら
い
い
ん
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
針

な
の
で
、
嫌
で
や
め
た
子
は
い
ま
せ

ん
。」
こ
の
言
葉
に
、
部
員
募
集
を

行
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
数
の
部
員
が
所
属
し
て
い
る
理
由

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
珍
し
い
ク
ラ

ブ
で
あ
り
ま
す
が
、
部
員
の
皆
さ
ん

に
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
入
部
し

た
の
か
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。「
友
達

が
や
っ
て
い
た
か
ら
」
と
い
う
意
見

が
多
い
中
、「
お
母
さ
ん
に
走
り
方

が
お
か
し
い
と
い
わ
れ
た
か
ら
」
と

笑
顔
で
話
を
し
て
く
れ
た
子
も
い
ま

し
た
。
将
来
の
目
標
は
「
市
町
村
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
の
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
る
こ
と
」
と
宣
言
し

て
く
れ
た
力
強
さ
に
、
陸
上
へ
の
熱

い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

印南陸上クラブジュニア
〜走ることを楽しむ〜

水曜日と土曜日では、若干練習メニューは違うものの
「追い抜き走」「タイムトライアル」「走り幅跳び」などに
取り組んでいます。

いなみの

仲 間
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図書室通信

「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
強化週間を実施します！

～レッツ！リーディング～

新刊新着のお知らせ！

オオサンショウウオ
おとまりのひ
おばけのきもだめし
かいけつゾロリの大まじんをさがせ！！
かぶとむしランドセル
さよなら宇宙人
10歳からのお料理教室
ずかん　たね
ダーウィンが見たもの
ぼくぱぐ

うどんの時間
老いの戒め
かもめのジョナサン
情熱の伝え方
天の光
破門
負けない日本企業
山女日記
リップステイン
冷蔵庫超片づけ術

ゆうき　えつこ

中川　ひろたか

内田　麟太郎

原　ゆたか

ふくべ　あきひろ

高科　正信

大瀬　由生子

近田　文弘

ミック・マニング

かなざわ　まゆこ
ほか

山下　貴光

下重　暁子

リチャード・バック

福岡　元啓

葉室　麟

黒川　博行

江上　剛

湊　かなえ

長沢　樹

島本　美由紀
ほか

期　　間　9月8日（月）から14日（日）までの7日間
時　　間　午前8時30分〜午後7時
　　　　　ただし、土・日については、午前10時〜午後5時
電話番号　0570-003-110（全国共通ダイヤル）

相談内容

高齢者や障害者に関する人権何でも相談。

相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員又は人権擁護委員が

相談に応じますので、日頃の悩みをお気軽にご相談ください。

ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

絵本・児童書 一般書

newbook

☎（073）422-5131
和歌山地方法務局人権擁護課内
和歌山県人権擁護委員連合会

公民館図書室の本は、印南町の
ホームページから検索することができます。
http://www.town.wakayama-inami.lg.jp/

いなみ
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掲

示

板

全国一斉
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■お問合わせ先

後発医薬品利用差額通知コールセンター
☎0120-53-0006（通話無料）

和歌山県後期高齢者医療広域連合
☎073-428-6688

お誕生日おめでとう！

ジェネリック医薬品使用促進の
お知らせを送付しています。

和歌山県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

【内　容】ボール遊び
【日　程】9月19日（金）
【受付時間】午前9時30分～
【集合場所】いなみっ子交流センター
【持ち物】お茶、タオル

【開設日】9月11日（木）
【会　場】社会福祉センター
【相談時間】午前10時30分
　　　　～午後3時00分

稲原ルート
切目川ルート
合計

4人
64人
68人

10月に1～5歳の誕生日を迎えるお子さん

10月号：9月10日（水）

文字数は40文字以内

◎対象

◎締切日

◎メッセージ

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

■お問合せ先／企画政策課　☎42-1736

長
な が

井
い

 乃
の

愛
あ

 ちゃん

お誕生日おめでとう♡これからも
笑顔いっぱいの乃愛でいてね♡
（パパ・ママより）

（５歳／平成21年9月23日生）
印南町西ノ地

■お問合わせ先
教育委員会　
☎ 42-1700

■お問合わせ先
印南町社会福祉協議会
☎ 42-1433

笑顔を待っています。

ひまわり教室
（育児教室）のご案内心配事相談所・

消費生活相談所
開設予定

コミュニティバス
利用状況（7月）

お気軽にご連絡ください

メールでも受け付けています。
お気軽にご連絡ください

９月
生まれ

17

mail:kikaku@town.wakayama-inami.lg.jp

　このお知らせは、現在処方されているお薬を
ジェネリック医薬品に切り替えると、お薬代がど
れくらい軽減できるのかをお伝えするものです。
ジェネリック医薬品への切り替えを強制するも
のではありません。
　患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、
ジェネリック医薬品の使用をご検討ください。

【ジェネリック医薬品とは】
新薬の特許期間が切れたあとに発売される新
薬と同等の品質・有効性・安全性をもつと国か
ら認められた医薬品です。



公民館

切目社会教育センター

保健センター

総務課

税務課

生活環境課

出納室

建設課

42-0120

42-1731

42-1732

42-1733

42-1734

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

企画政策課

産業課

住民福祉課

議会事務局

教育委員会

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

42-1736

42-1737

42-1738

42-1739

42-1700

42-1702

43-0773

43-8060

広
報 

い
な
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9
月
号

●つれもて健診

●開庁日
　住民福祉課
　税務課

●健診結果説明会

●健診結果説明会

●巡回職業相談●臨時福祉給付金、
子育て世帯臨時
特例給付金申請
締切

●乳幼児健康相談

●はつらつママ
　教室

●健診結果説明会
●心配事相談・消費

生活相談

●3歳児健診

●運動deリフレッ
シュ教室

●ひまわり教室
●巡回職業相談

●運動deリフレッ
シュ教室
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　８月号でお伝えしたとおり、今月号からデザインを変

更しました。中身は今まで同様の構成にしています。

　そして、巻頭にはその時々にお伝えしたい事柄を「特

集」として掲載していく予定です。

　より良い広報いなみを制作してきたいと考えていま

す。皆様からのご意見をお待ちしています。

平成26年7月31日現在

世帯：			3,247世帯		（−2）
人口：		8,797人	 （−3）
男性：			4,187人	 （＋2）
女性：			4,610人	 （−5）

人の動き　

吉田

直接
つながります

編集
後記

日 月 火 水 木 金 土

相談 行政サービス 教室育児支援

2014・9 18

企画政策課

※（　）内は6月30日との比較です。

月号まちのカレンダー9
2014年
平成26年

kikaku@town.wakayama-inami.lg.jp
連絡先

この広報誌は環境と資源を守る再生紙・植物油インキを使用しています。


